
新たなコミュニティ交通
「菱野団地住民バス」

に関する取組

2018年11月5日（月）

瀬戸市 都市整備部 都市計画課
（菱野団地コミュニティ交通運行協議会）

第3回「住宅団地再生」連絡会議
in 高蔵寺ニュータウン

瀬戸市の概要
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●市政施行 昭和4年10月1日

●面 積 111.40㎢

●人 口 129,656人

●世 帯 数 55,609世帯

●高齢化率 29.0%

●魅 力 せともの

（平成30年10月1日時点）

（平成30年4月1日時点）

菱野団地

春日井市

名古屋市

尾張旭市

長久手市
豊田市

岐阜県
土岐市

岐阜県
多治見市



交通の概要
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菱野団地

東海環状自動車道

至 新東名高速道路

至 中央自動車道

インターチェンジ

●高速道路 東海環状自動車道
(2つのｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ)

●国道 155号,248号,
363号

●鉄道 名古屋鉄道瀬戸線
愛知環状鉄道

●バス 名鉄バス
瀬戸市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

菱野団地の概要
●開発年度 昭和41～53年度

●計画面積 173.5ha

●計画人口 30,000人

●設 計 者 黒川紀章

●コンセプト ・良い環境
・交通安全
・便利な生活

●人 口 12,054人※
(内外国人1,007人)

●住宅戸数 6,180戸
(戸建住宅2,490戸)
(共同住宅3,690戸)

「都市・建築の記録」

http://www.jia-johnan.jp/h-matsumoto/works/01land-p/hishino/01.html
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原山台 萩山台

八幡台

菱野台

(平成30年10月1日現在）

(平成22年）

「瀬戸市・黒川紀章の生んだ県営菱野団地１」

http://syouwasc.blog.fc2.com/blog-entry-135.html
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人口の推移
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• 昭和59年から人口が減少

• 平成12年頃から高齢化が急速に進行
※ピーク時21,746人(昭和59年)

瀬戸市人口ﾋﾟｰｸ
132,224人(H22)菱野団地人口ﾋﾟｰｸ

21,746人(S59)

瀬戸市人口(人)

菱野団地人口(人)

高齢化率

瀬戸市人口 菱野団地人口 瀬戸市高齢化率 菱野団地高齢化率
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（菱野団地全体）



施設の分布・地勢
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6

N

200ｍ

（凡例）

商店街・ｺﾝﾋﾞﾆ

福祉・医療施設

保育施設

学校施設

公共公益施設

公民館・集会所

公園・ちびっこ
広場等

名鉄バス路線及び
停留所

交通空白地域
(※ 鉄道駅から半径800ｍ、
バス停から半径300ｍの範囲
外の地域)

萩山台

八幡台

菱野台

愛・地球博記念
公園駅方面

長久手
藤が丘方面

瀬戸駅(尾張瀬戸駅)方面

原山台

新たなコミュニティ交通として

地域主導型の「菱野団地住民バス」社会実験の実施

（運行協議会※設立・関係機関協議・企画・実施(平成29年7月～12月)・検証）
※地域住民・交通事業者・行政で構成

菱野団地住民バスのきっかけ
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菱野団地の現状
• 人口減少と高齢化の急速な進行（市全体の高齢化率を大きく上回る）
• 坂道を歩いてバス停まで行くことが困難（公共交通空白地域の存在）
• センター地区の空洞化の進行（空き店舗の増加）

地域住民
• 十年程前から、高齢

者等の住民の移動手
段の確保を検討

• 資金や人手が確保で
きない等、実現でき
なかった

行政
• コンパクトなまちづ

くりと連動した公共
交通ネットワークの
再構築を目指す

• 住民に対する輸送手
段の確保

交通事業者
• 利用者数は減少傾向

にあり、厳しい状況

• 外出機会が促進され
ることで、既存公共
交通も活性化されう
る

瀬戸市地域公共交通会議で承認



住民バス(社会実験)の概要

菱野団地
住民バスルート
名鉄バスルート

名鉄バス
バス停留所
交通空白地域 ※

低速電動バスeCOM-8

普通乗用車
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最高速度
19km/h
燃料:電気
10人乗り

19km/h
で運行
燃料:ｶﾞｿﾘﾝ
10人乗り

• 住民バスとは、地域住民が協力し合って運行するバス
• 運転手は菱野団地のこれからを考えているボランティアさん

住民バス写真

各団地の外周道路は手を挙げて知らせると
バスが安全な所に停車する（自由乗降）

住民バス(社会実験)のおひろめ会(平成29年7月）
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団地センターエリアへ300人超来場

• 菱野団地中央広場にて

• 低速電動バスeCOM-8試乗

• 名鉄バスこども運転士記念撮影

• 菱野団地等のＮＰＯによる
福祉「ミニマルシェ」の開催



住民バス(社会実験)の風景
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「住民バス」は日常生活を支える移動手段であると同時に、
地域のコミュニティの場にもなった

車内は和気あいあい
・世間話のおしゃべり
・情報の交換
・安否確認
・子育て相談

など
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住民バス(社会実験)利用者数の推移
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• のべ利用者数 4,966人（1日あたり40.4人）
• 運行日数 123日間 9月30日まで週6日運行(日・祝日運休)

• 低速電動バスeCOM-8登録者数 580人
10月2日から週5日運行(水・日・祝日運休) 

住民バス利用者数(人)
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利用状況
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認知度

住民バス(社会実験)に関する住民意向

選択肢 件数

１．買い物 36 

２．通院・デイケア 12 

３．公的・金融機関への用事（役所や銀行など） 13 

４．食事 3 

５．通勤・通学・通園 4 

６．地域活動・ボランティア 10 

７．散髪・美容 2 

８．介護や看護 1 

９．趣味・娯楽・習い事・社交・付き合いなど 9 

１０．試しに乗ってみた 30 

１１．家に帰る 22 

１２．その他 0 

無回答 1 

50.7%

16.9%

18.3%

4.2%

5.6%

14.1%

2.8%

1.4%

12.7%

42.3%

31.0%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60%利用目的

87.6% 4.9% 7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
知っている 知らない 無回答

90.5% 4.5% 1.1%

0.7%

0.6%

2.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していない 期間中に数回 １カ月に１～２回

１週間に１～２回 １週間に３回以上 無回答



住民バス(社会実験)に関する住民意向
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う

自分が利用したい

将来、自分が利用すると思う

家族が利用したい

将来、家族が利用すると思う

高齢者が外出しやすくなる

顔見知りが増える

運転ボランティアの負担が大きい

運行費用の負担はしたくない

できるなら、住民バスの運行の役に立ちたい

菱野団地の活性化に役立つ

住民同士の交流が生まれる

思わない あまり思わない どちらともいえない ややそう思う 思う

住民バスへの期待
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住民バスに関する基本的な考え方
成 果

• 菱野団地の３つの地域がまとまり、行政と協働しながら、地域住民が
主体的に運行した

• 団地内に限った住民の移動手段、新たなコミュニティの場となった

• 住民バスへの期待や運行再開を求める声等、住民の評価も得た

運行再開に向けて

• 持続可能であるための課題を解決しながら、既存交通と連携して持続
可能な移動手段を確保する

• 住民バスによる新たなコミュニティの場を提供することで、地域活性
化とともに菱野団地の再生へつなげていく

課 題
• 運行主体の機能強化や収益を上げる仕組みなど、持続可能な運行の

確立



運行主体 菱野団地コミュニティ交通運行協議会
（自治会、地域力向上協議会、交通事業者、瀬戸市）

運 行 日 月～金曜日 ※土・日曜・祝日運休
利 用 者 誰でも利用可能
運 賃 無料
車 両 普通乗用車（ワゴンタイプ乗車定員10人）２台

（市が所有する車両を貸与）

運 転 手 10名(団地内 7名/団地外 3名) 公募
事 務 員 2名 公募
運行経費 年間約370万円
費用負担 市(地域公共交通会議) 85.9％

３自治会(八幡台、原山台、萩山台) 14.1％※

検討課題 ①自家用有償旅客運送事業への移行
②収益の確保 16

住民バスの概要(平成30年度事業）

※瀬戸市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの収支率

３つの台を一筆書きで
運行する

商店街・タクシー
のりばで接続

住民バスの概要（ルート・車両）

あおぞら号

普通乗用車 2台

新しい住民バス

17

つながり号各団地の外周道路は
手を挙げてお知らせください
バスが安全な所に停車します



住民バスの概要（ダイヤ）
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バス停発着時刻を
毎時○○分、△△分

とわかりやすく

2台での運行
1時間に２便

住民バスへの愛着促進
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新しい「住民バス」の車両デザイン・愛称募集

• 菱野団地内の保育園・幼稚園、小・中学校から公募

• 100点を越えるアイデア

• 子どもたちのアイデアから、車両デザイン及び愛称、
バス停、ハンドタオル(啓発ｸﾞｯｽﾞ) 等作成

車両デザイン及び愛称 バス停 ハンドタオル(啓発ｸﾞｯｽﾞ)



住民バスの出発式

20

住民バスの風景

21
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菱野団地再生計画策定に向けて

• 昨年11月、住民代表、NPO、
学識者、民間企業、行政で
組織する「菱野団地再生計画
策定検討委員会」を設立

• 住民ワークショップ「カタリ
バ」を開催し、住民の皆さん
が日頃感じている事やこう
なったらいいのにと思って
いることを話し合い

住民ワークショップの様子

お試しアクション(社会実験)

菱野団地わいわい
フェスティバル

• みんなの「やってみたい
こと」を実際にやって
みる社会実験

• ３台一つになって開催
し、センター地区の賑わ
いをお試し

• 住民バスも特別運行し、
賑わいづくりと連携する
お試し

23
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泉北ニュータウンの概要

・宮山台

・竹城台

・茶山台
・若松台

・槇塚台

・桃山台

・原山台

・庭代台

・御池台

・赤坂台

・新檜尾台

・鴨谷台

・城山台

・晴美台
・高倉台

・三原台

光明池地区
栂地区

泉ヶ丘地区

＊大阪都心まで約25㎞
南海本線・高野線 難波駅まで約30分

関西空港駅まで約60分

◆千里ニュータウンと並ぶ大阪府内最大のニュータウン◆千里ニュータウンと並ぶ大阪府内最大のニュータウン

関西国際空港

難波駅

事業主体 大阪府企業局

事業期間 昭和40年12月～昭和58年3月

入居開始 昭和42年12月

人 口 123,100人（平成30年3月）

（ピーク時:平成4年 164,587人）

高齢化率 34.1％（堺市全体 27.5％）

（平成30年3月）

３つの地区センターと１６の住区と近隣センター
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ニュータウン地域再生室について

(1) 泉北ニュータウン地域の再生に係る施策の企画、推進及び進捗状況の管理に関すること。
(2) 泉北ニュータウン地域の再生に係る関係機関及び関係部局との連絡調整に関すること。
(3) 泉ヶ丘駅前地域、栂・美木多駅前地域及び光明池駅前地域の計画及び整備に関すること（他の所管に属

するものを除く。）。
(4) 旧高倉台西小学校活用事業者選定委員会に関すること。
(5) 旧泉北すえむら資料館活用等事業者選定委員会に関すること。
(6) 前各号に掲げるもののほか、泉北ニュータウン地域の再生に関すること。

※(3)(4)(5)は、平成29年度以降に追加

◆事務分掌◆事務分掌

◆経過◆経過

平成20年4月 財政局企画部（チーム制）内にニュータウン再生担当理事（部長級）、ニュータウン再生担当
課長を配置 ※現在、企画部は市長公室の所管

平成22年4月 建築都市局内に部相当組織としてニュータウン地域再生室設置
泉北ニュータウンに特化した別組織として設置

平成29年4月 ニュータウン地域再生室を市長公室に移管
泉北ニュータウン地域の再生に向けた取組をより一層推進、強化していくため
あわせて、同室の事務を所管する理事（局長級）を配置

4

◆スキーム◆スキーム

泉北NTまちびらき50周年事業

○事業の目的

平成29年（2017年）にまちびらきから50年を迎える泉北ニュータウンにおい

て、関係する市民、事業者、公的団体が一体となった50周年事業を実施を実施し、

その事業を通じて、新たなまちの担い手を掘り起こし、泉北ニュータウンの今後の

50年の新たなまちの形成に向けた礎とするとともに、地域の知名度向上を図る。

○事業内容

泉北ニュータウン
まちびらき50周年実行委員会

企
業
等

泉
北
N
T
再
生
府
市
等
連
携
協
議
会

協
賛
金

外部有識者（学識・文化人・行政経験者）

自
治
会
・
N
P
O
・
大
学
等

＜委員（参加団体名）＞

南区自治連合協議会

市民企画提案の公募市民

ＵＲ都市機構

大阪府住宅供給公社

大阪府タウン管理財団

南海電気鉄道

泉北高速鉄道

堺市

大阪府（オブザーバー）

○実施フレーム

シンポジウム等の50周年

の機運醸成、継続的なエリ

ア価値向上に向けた取組

・オープニングイベント、

シンポジウム、「51年

目の扉をひらく」イベン

トの開催

・広報紙等の発行（3回）

・ホームページ、フェイス

ブック、ウェブマガジン

による情報発信

実行委員会事業

公共空間等を活用し、公

募市民が企画運営し、

51年目以降も継続して

実施できるまちづくり事

業の創出

・11の市民企画による

事業の実施

・市民企画部会を通じて

市民企画をブラッシュ

アップするとともに、

各企画どおしの連携を

図る

行政、自治会、ＮＰＯ

などが実施する既存イ

ベントなどとの連携

・コンセプトに合う事

業の選定

・広報紙やホームペー

ジによる情報発信

市民企画
事業

他団体との連携

協
力

（
人
的
・
負
担
金
）

助言

連
携
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◆泉北ニュータウンまちびらき50周年事業準備委員会◆泉北ニュータウンまちびらき50周年事業準備委員会

泉北NTまちびらき50周年事業

50周年事業の構築に向けた検討などを行うために、平成28年7月から12月の間に、
実行委員会に先立ち、設立。

＜委員（参加団体名）＞
ＵＲ都市機構、大阪府住宅供給公社、大阪府タウン管理財団、南海電気鉄道、泉北
高速鉄道、大阪府タウン管理財団、大阪府（オブザーバー）

・事業構築支援事業者の公募
・50周年事業の構築

事業全体の方向性、泉北ニュータウンの課題、市民企画事業選考にあたっての基準
・市民企画事業の公募・選考

駅前エリアや電車などを活用した取組
農村や里山、公園、緑道などのパブリックスペースや資源などを活用した取組
公的賃貸住宅（団地）やその敷地エリアを活用した取組
泉北の知名度を高める情報発信

・協賛金募集
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ニュータウンまちびらき50周年事業実行委員会◆泉北ニュータウンまちびらき50周年事業実行委員会

実行委員会組織体制（平成２９年１月設立）

『実行委員会』
参加者： 全委員・オブザーバー
内 容： 各部会からの提案の共有、意見交換、議案の承認

『運営部会』

参加者：公的機関選出委員・オブザーバー

作業内容：広報計画案作成
資金計画案作成
オープニングイベント等イベン
ト案の作成

『市民企画部会』

参加者： 市民企画委員
※事務局及び、企画内容に応じて実行委員会構成団体が参加し支援

作業内容：市民委員企画案のブラッシュ
アップ

事務局
・堺市ニュータウン地域再生室
・ＮＰＯ法人ＳＥＩＮ

（事業構築支援事業者）
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆ロゴマーク◆ロゴマーク

泉北ニュータウンの象徴的な建物である団地をモチーフにしたデザイン

◆テーマ◆テーマ

出会う つながる 歩みだす
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０事業実行委員会の事業費◆泉北ＮＴまちびらき５０事業実行委員会の事業費

収入＜主なもの＞
泉北ニュータウン再生府市等連携協議会からの負担金 １０００万円（２年間）

ＵＲ都市機構、大阪府住宅供給公社、大阪府タウン管理財団、
南海電鉄（グループ）、堺市が泉北ニュータウン再生府市等連携協議会を通じて負担

協賛金 ５７４万円
３６団体から協賛金を得る（３万円から５０万円）

支出＜主なもの＞
泉北ニュータウンまちびらき５０周年事業構築支援事業委託料 １４６６万円（２年間）

事業構築、事務局運営補助、広報紙の作成、ホームページやフェイスブック等
での発信、実行委員会主催事業運営補助 など

実行委員会主催事業に要する費用 104万円
謝礼金（外部アドバイザー、手話通訳・要約筆記など）、会場借上料 など

その他（実行委員会開催費用など） 4万円
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○オープニングイベント（H29 .４.２９）
泉北ニュータウン５０周年事業のスタートを市民に広く伝える
まちびらき５０周年事業の告知

泉北ニュータウン出身の沢口靖子
さんを招いたシンポジウム

（堺市との共催）

泉北ニュータウン内の中学校の吹
奏楽部による演奏
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○記念シンポジウム～泉北の未来を考える～
泉北の次の５０年を展望し、まちの未来を講演者や参加者とともに考えるシンポジウム

会場の様子

大阪府立大学研究推進機構植物工場研究センター長 増田 昇名誉
教授による講演
泉北ニュータウンまちびらき50周年事業実行委員会委員等による
パネルディスカッション
泉北ニュータウンで様々な取組を実施している団体等との交流会

チラシ
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○記念イベント～51年目の扉をひらく～
市民企画事業の報告
未来の泉北ニュータウンを担う子どもたちによる発表
泉北ニュータウン出身の著名人等によるビデオメッセージの上映

会場の様子

チラシ
ビデオメッセージをいただいた方々（敬称略）

今井雅子（脚本家）、武蔵（格闘家）、田中明日菜（INAC神戸レオネッサ）、
藤浪晋太郎（阪神タイガース）、北條史也（阪神タイガース）、森友哉（埼玉西武ライオンズ）、
山田花子（吉本クリエイティブエージェンシー）、吉田たち（吉本クリエイティブエージェンシー）
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○情報発信
泉北ニュータウンまちびらき50周年事業のホームページ・フェイスブックの構築
情報紙（春夏号及び秋冬号）の発行（春夏号 20,000部、秋冬号 30,000部）
泉北NT等の魅力を発信するPR冊子（WONDER SENBOKU)の発行（20,000部）
市民ライターによる情報発信、

※このほか、堺市広報による情報発信も随時実施。

ホームページ

フェイスブック
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○情報発信

「greenz.jp」（グリーンズドットジェイピー）（http://greenz.jp/）
ソーシャルデザインのヒントを発信するウェブマガジン「greenz.jp」(月間読者数20万人)で、「これ
からのニュータウン入門」と題して、50周年事業の取組を紹介

取材記事連載
１ 農村と都市が共存し、住民主体のまちづくりも実現した

「泉北ニュータウン」が目指す、“スタンドアローン型”
のまちって？（H30.1.10）

２ 泉北ニュータウンで新しい地産地消のあり方を模索する。
（H30.1.19）

３ まちの内側・外側から「泉北ニュータウン」の魅力を再発
見！（H30.2.26）

４ 「今あるもの」を活かすこと。周囲を巻き込んで楽しくま
ちづくりをする方法（H30.3.5）

５ いつか戻ってきたいと思える体験が、明日のニュータウン
をつくる。（H30.3.9）

６ 「恩返し」が紡ぐまちづくり。次の世代に渡したいもの。
（H30.3.16）
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○情報発信

情報紙（春夏号及び秋冬号）の発行 泉北NT等の魅力を発信するPR冊子の発行

50周年事業から発見さ
れた泉北NT等のポテン
シャルや既存の魅力的な
取組みを冊子に再編集し、
冊子をみた泉北NT外に
暮らす人々がこの街に住
みたい、この街に遊びに
来てみたいという行動に
つなげることを目的に発
行。

発行元：NPO法人SEIN
協力：泉北NTまちびら

き50周年事業実
行委員会
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業◆泉北ＮＴまちびらき５０周年事業実行委員会事業

○情報発信

市民ライターによる情報発信
市民参画の機会を提供し、自らが50周年事業の様子等を取材・発信することで、泉北ニュータウンまちび
らき50周年事業を「自分ごと」としてとらえるキーパーソンを増やす。

市民ライターの活動内容（フェイスブックで発信）
①協賛企業ライター：協賛企業への取材及び泉北の魅力を取材し記

事を執筆。
②ひとことライター：実行委員会事業、市民企画事業及び連携事業

のイベントに参加し、開催中もしくは終了時
に短文で報告する。

市民ライター養成講座の様子
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)◆市民企画事業（SENBOKU TRIAL)
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆連携事業◆連携事業

泉北NTまちびらき50周年事業実行委員会がコンセプトに掲げる「出会う、つながる、歩みだ
す」を実現することを目的に、50周年事業の周知及び機運の醸成となる連携事業（既存事業を含
む）を募集。20団体により、合計38事業が実施された。
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泉北NTまちびらき50周年事業

◆堺市主催の事業◆堺市主催の事業

○健康・医療まちづくりシンポジウムの開催
泉北ニュータウンが健康・医療のまちとして発展するとともに、地域住民の健康寿命の延伸
をはじめとした新たなまちづくりの方向性を考えるシンポジウムを開催。

パネルディスカッションの様子講演の様子

東京大学高齢社会総合研究機構 辻哲夫特任教授による講演
筑波大学大学院人間総合科学研究科 久野譜也教授による講演
パネルディスカッション（コーディネーター大阪市立大学大学院創造都市研究科 小長谷一之教授）
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◆51年目の取組◆51年目の取組

泉北NTの次の50年に向けて…

市民、NPO法人が中心となって、51年目の取組を実施
WONDER SENBOKU推進会議の立ち上げ
泉北のまちとくらしを考える財団の立ち上げ
市民企画事業の継続実施

WONDER SENBOKU推進会議
泉北NTの「エリア価値の継続的な向上」の課題解決
に向けて、51年目以降も自立型活動として継続する
ために、月1回、事業構築のためのミーティングを
継続して開催。

泉北のまちとくらしを考える財団
NPO法人SEINが中心となり、地域を支える新
しい資金循環の仕組みづくりに向けた財団の
立ち上げに取り組む。
サムズ（設立発起人）が、30〜40代を中心
に、102人集まる。

泉北ニュータウンに関わる市民・
企業・大学・行政がともに主体と
なったまちづくりを…

ご清聴、ありがとうございました。


